
【あざれあナビ等を活用した調査研究事業】

会社員　・　公務員　・　自営業　・　その他
(パートナー有の場合）

パートナーの職業

4．あなたの、ワーク・ライフ・バランスの状況は、どうですか？

今は主人が退職して家事を手伝ってもらえるので、安心して研修や勉強をすることができます。
パートーナーの理解に感謝しています。

5．ワーク・ライフ・バランスを進めていくには、どのような政策が必要だと思いますか？



パートナーの理解と雇用者の理解が必要だと思います。
・　男女共同参画宣言事業所を増やすこと。
・　ポジティブアクションの推進。
・　女性の活躍を中心としたダイバシティの推進⇒先進事例で経営効果を紹介する。
・　ジェンダーギャップの解消
・　家庭生活も男女で共同して行うことを普及していくこと⇒DV対策
・　安心して働くための保育所、学童保育所対策

6．女性議員を増やすには、どうしたら良いと思いますか？

クオータ制の導入。地方からの意識改革。女性有権者の意識改革。

7．尊敬する政治家は？

市川房枝

知らないことが多いので、いくら勉強をしても時間が足りないこと。（女性は家事、育児、介護等両立して
やっているので時間が欲しいです。）でも、全てをポジティブに受け止めて前進しています。

8．パートナーの有無（事実婚を含む）※該当するものに、〇をお願いします　　

有　・　無

【アンケート用紙】

1．議員になろうと思った理由・きっかけは何ですか？

2．議員になって良かったことは？

女性の声を市政に反映したかったからです。
（子育て⇒保育園整備＆学童保育整備　高齢者対策　若者支援等）

市民と行政とのパイプ役になっていること。各種団体との交流や保育、教育、介護、商工業等の人達との
意見交換ができること。見て知ったことを市民に伝えられることです。

3．議員になって大変だったことは何ですか？また、それをどのように乗り越えましたか？


